
 

連続サクセス劇場／勿忘草（わすれなぐさ） 
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町外れの公園の片隅にあるベンチに、一人の男が座っていた。彼の名前は桐生和
樹（きりゅうかずき）。33歳。彼の姿はどこか疲れ切ったように見える。くたび
れたジャケットを羽織り、ぼんやりと空を見上げるその表情には、失意とあきら
めが、にじんでいた。 

かつて彼は中小企業の経営者だった。自分の力で会社を立ち上げ、それなりに順
調な時期もあった。しかし、ある日を境に歯車が狂い始めた。取引先との契約ト
ラブル、大きな投資の失敗、そして徐々に積み重なる借金。追い詰められた末
に、会社は倒産のうき目に遭い、借金の返済もままならなくなった。 

それだけではなかった。経営の失敗に巻き込まれる形で、家庭も壊れてしまった
のだ。妻とは離婚し、4人の子供たちとも離ればなれ。彼が抱いていた幸せな未
来のすべてが、まるで砂の城のように崩れ去った。今では日雇いの仕事をこなし
ながら、毎晩このベンチで眠る日々が続いている。 

￼3



夜空には星ひとつ見えない曇り空が広がっていた。それでも、和樹はどこかに、
かすかな希望を求めて空を見あげていた。 

これが俺の人生の終わりなのか？ 
いや、違う。 
俺はまだ何かを変えられる。 

心の中でつぶやいたその言葉は、ほんの数日前に出会った一人の老人の言葉によ
るものだった。その老人は、毎朝この公園を掃除している人物だった。小柄な体
に大きなホウキを抱えながら、彼は和樹に声をかけてきた。 

「お兄さん、この木を見てごらん」 

老人が指さしたのは、ボロボロになった古い桜の木だった。枝は折れ、幹は黒ず
み、誰もが枯れた木だと思うような姿だった。 
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「一見枯れたように見えるだろう？でも、春になると必ず花を咲かせる。大事な
のは、根っこが生きているかどうかだ。人間も同じだよ。根っこさえ生きていれ
ば、また花を咲かせられる」 

その言葉が、和樹の胸に深く突き刺さった。それ以来、彼は自問するようになっ
た。自分の根っこはまだ生きているのだろうか？ 

その夜、和樹は何度も老人の言葉を思い返した。もし自分の人生がまだ春を迎え
ることができるのなら、そのために何をすればいいのだろうか？ 

翌朝、和樹は普段よりも早く公園を出た。これまでの彼は、ただ日雇い仕事をこ
なすだけで、何も考えずに日々を過ごしていた。しかし、その日は違った。 

何かを変えるためには、まず動かなければならない。 
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その思いに駆り立てられ、和樹は近くの図書館へと足を運んだ。ホームレスの自
分が図書館に入るのは気が引けたが、それでも勇気を振り絞った。図書館の中は
静かで、学ぶことを求める人々の真剣な空気に包まれていた。 

彼は棚を巡り、目についた一冊の本を手に取った。タイトルは『小さな習慣が人
生を変える』。その本には、毎日たった一つの小さな行動を積み重ねることで、
人生が大きく変わるというメッセージが書かれていた。 

和樹はその本を一気に読み進め、自分なりの目標を立てることにした。 

毎朝、公園を掃除する。 

それは小さなことだった。しかし、和樹にとっては人生を変えるための第一歩
だった。誰にも認められなくても、誰のためでもなく、ただ自分のために何かを
始める。その思いが彼を突き動かしていた。 
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その夜、和樹は久しぶりに小さな希望を感じながら眠りについた。彼の人生の春
が訪れるのは、まだ少し先の話だ。しかし、彼は確かに最初の一歩を踏み出した
のだ。 

和樹が知らなかったのは、この物語のテーマである「勿忘草」（わすれなぐさ）
の花言葉である「真実の愛」「私を忘れないで」が、彼のこれからの人生を象徴
するものであることだった。再び家族や自分自身への愛を取り戻す旅は、ここか
ら始まる。 
 

　次回（第2話）予告 
　和樹が始めた小さな行動は、やがて彼自身の心を少しずつ変えていく。 
　公園の掃除を通じて得られる意外な出会いや、小さな変化が彼の内面に 
　与える影響とは？そして次なる挑戦の種が芽生える瞬間とは？ 
　次回第2話「初めの一歩」をお楽しみに！ 
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翌朝、和樹は手に入れた掃除道具を持って公園へ向かった。以前の彼にはなかっ
た目的意識が、わずかながらその足取りを軽くしていた。静かな朝の空気の中、
和樹はホウキを手に取り、公園の隅々を掃除し始めた。 

最初は誰も気に留めなかった。だが、一週間もすると、通りすがりの人々が和樹
に気づき、声をかけるようになった。 

「最近、この公園綺麗になりましたね。あなたが掃除しているんですか？」 

ある老夫婦は、そう言いながら和樹に感謝の言葉をかけてくれた。その言葉が和
樹の胸に小さな自信の芽を育てた。 

俺のやっていることが、誰かの役に立っているんだ。 

さらに、同じ公園を利用する若い母親が子供を連れて和樹に近づき、手作りのお
にぎりを差し出してきた。 
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「いつもありがとうございます。これ、よかったらどうぞ」 

和樹は最初、戸惑ったが、母親の笑顔に励まされ、それを受け取った。公園の掃
除を始めたことで、和樹の周囲に少しずつ新しい人間関係が生まれ始めていた。 

そんなある日、公園を見渡していた和樹の目に、道端に咲く小さな花が留まっ
た。それは青紫色の勿忘草（わすれなぐさ）だった。老人の言葉と重なるよう
に、その花が和樹の心に何かを語りかけてくるようだった。 

人は忘れられても、ここに根付いた想いはいつか花を咲かせる。 

和樹の胸の奥に、見えない何かが灯った瞬間だった。 

和樹は掃除を続ける中で、ふと自分の未来について考え始めるようになった。掃
除という単純な行為を通じて、彼の心には次第に変化が生まれていた。それは小
さな変化だったが、確かに彼の内面を育てていた。 
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公園での掃除を日課にする中で、和樹は少しずつ日雇い仕事以外の時間の使い方
についても考え始めた。ある日、図書館で再び本を読んでいると、地域のボラン
ティア活動に関する掲示板を目にした。 

【地域清掃ボランティア募集。どなたでも参加可能です】 

そのポスターをじっと見つめながら、和樹は心の中で決意を固めた。掃除を通じ
て得た新しい感覚を、さらに広げる機会かもしれないと感じたのだ。 

よし、これもやってみよう。 

和樹はその場で掲示板に記載された連絡先に電話をかけた。少し緊張しながら
も、自分の気持ちを伝えると、相手の担当者は心温かく歓迎してくれた。 

「ぜひ一緒に活動しましょう！次回の活動は来週の日曜日です」 
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活動日当日、公園に集まったボランティアたちは、和樹を笑顔で迎えてくれた。
初めて顔を合わせる人たちだったが、みんな和やかな雰囲気で、一緒に公園の掃
除を始めた。 

こうやってみんなで何かを成し遂げるのは、久しぶりだな……。 

一人で掃除していた時には得られなかった連帯感が、和樹の胸に温かな灯をとも
した。 

ボランティア活動を通じて知り合った人々との交流は、和樹に新たな希望を与え
た。中でも、一人の年配の男性との会話が、和樹に深い印象を与えた。その男性
は地元のコミュニティ活動を長年続けており、地域の発展に尽力していた。 

「一人の力は小さいけれど、それを積み重ねていくと、必ず誰かの役に立つんだ
よ。私たちがやっていることは地味かもしれないけれど、それが大きな変化につ
ながることもあるんだ」 
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その言葉に、和樹は自分の行動の意義を改めて感じることができた。 

活動が終わり、帰り際にその男性が和樹にこう言った。 

「君も何か目標ができたら、ぜひ教えてほしい。私たちも君の力になれるかもし
れないからね」 

和樹は静かにうなずきながら、自分の中に新たな目標が芽生えつつあることを感
じていた。 
 

　次回（第3話）予告 
　ボランティア活動を通じて自信を深めた和樹。次なる挑戦は、学びの場を 
　広げることだった。新たなスキルを身に付けるための第一歩と、そこから 
　始まる変化とは？次回第3話「変化の兆し」をお楽しみに！ 
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ボランティア活動を始めたことで、和樹の心に少しずつ変化が生まれ始めてい
た。地域の清掃活動を通じて出会った人々との交流は、彼に新たな視点を与えて
くれた。そして何より、自分が社会の一部であるという実感が、彼の中で大きな
意味を持ち始めていた。 

その日、和樹は図書館で再び本棚を眺めていた。これまで興味のなかったビジネ
ス書や自己啓発本の棚に足を運び、一冊の本が目に留まった。タイトルは『学び
続ける力』だった。その本には、失敗や挫折を経験した人々がどのように立ち直
り、新たな人生を切り開いたかのエピソードが数多く記されていた。 

和樹はその本を手に取り、じっくりと読み進めた。特に心に残ったのは、スキル
を磨くことで自己価値を高め、新しい可能性を見出すという章だった。 

俺にもまだできることがあるかもしれない。 

そう思い立った和樹は、図書館の職員に尋ねた。 
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「パソコンのスキルを学べる場所はありますか？」 

職員は笑顔で応じ、地元の市民センターで行われている無料のパソコン講座を紹
介してくれた。その日から和樹は、パソコン講座への参加を決意した。 

新たな挑戦 

市民センターでのパソコン講座の初日、和樹は緊張しながらも教室に足を踏み入
れた。同じように初心者の受講者たちが集まり、和やかな雰囲気が漂っていた。
講師は優しく、基礎から丁寧に教えてくれた。 

最初はタイピングすら満足にできなかった和樹だったが、徐々に操作に慣れ、自
信をつけていった。そして、講座の終わりに講師がこう言った。 
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「パソコンのスキルを使えば、自分のアイデアを形にすることができます。皆さ
んもぜひ、やりたいことを見つけて挑戦してみてください」 

その言葉が、和樹の心に火をつけた。公園の掃除を通じて得た小さな達成感に加
え、新たなスキルを学ぶことで、彼の中に次第に希望が生まれていった。 

初めての成果 

ある日、講座で学んだ内容を活かし、和樹は自分で簡単なプレゼンテーション資
料を作成してみることにした。それは、地域の清掃活動の重要性を伝えるもの
で、これまでの自分の経験をもとに構成したものだった。 

ボランティア仲間にその資料を見せると、驚きと称賛の声が上がった。 
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「和樹さん、これすごく分かりやすいですね！これを使ってもっと多くの人に活
動を伝えられるんじゃないですか？」 

その言葉に背中を押された和樹は、地域のイベントでこのプレゼンテーションを
発表することを決めた。 

イベント当日、緊張しながらも和樹はステージに立った。観客の前で話すのは久
しぶりだったが、公園の掃除やボランティア活動を通じて感じた思いを率直に伝
えた。 

「私はかつて、何もかも失ったと思っていました。でも、小さな行動を積み重ね
ることで、自分にもまだできることがあると気づけました。この活動が、誰かの
希望やきっかけになれば嬉しいです」 

会場から大きな拍手が起こり、和樹は感極まった。自分の行動が誰かの役に立
ち、さらに多くの人々を動かす力を持つことを実感した瞬間だった。 
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次なるステップ 

イベントが終わった後、和樹は地域の有力者から声をかけられた。 

「君の活動とその思いに感動しました。もしよければ、もっと広い場で活動を広
げてみませんか？私たちも協力します」 

その提案に、和樹は驚きと喜びを感じつつも、慎重に考えたいと答えた。次なる
挑戦が和樹の前に現れたのだ。 
 

　次回（第4話）予告 
　新たなスキルと人々の支えを得た和樹は、次のステップへ進む決意を固める。 
　地域を超えた活動の場で、和樹はどのような挑戦に直面するのか？ 
　次回第4話「広がる視野」をお楽しみに！ 
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地域イベントでの成功をきっかけに、和樹は新たな挑戦を考え始めていた。自分
の活動が周囲に影響を与え、さらには地域を超えて広がる可能性に、期待と少し
の不安を感じていた。 

その日、和樹はボランティア仲間の勧めで、市内で行われる中小企業向けのセミ
ナーに参加することにした。このセミナーでは、地元で活躍する起業家やビジネ
スの専門家が、地域活性化のためのアイデアを共有していた。 

セミナー会場は、和やかな雰囲気に包まれていた。参加者の多くは地元の商店主
や事業者たちで、皆それぞれの課題や希望を胸に抱いているようだった。 

セミナーが進む中、和樹の目に留まったのは、一人の若手起業家の発表だった。
彼は地域での活動を通じて、新しい雇用を生み出し、地元に活気を取り戻すこと
に成功したという。その発表に、和樹は強い感銘を受けた。 

自分も、こんな風に地域に貢献できる存在になりたい……。 
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和樹は、その若手起業家に話しかけてみることにした。 

出会いとインスピレーション 

セミナー終了後、和樹はその起業家に近づき、勇気を出して声をかけた。 

「今日のお話、とても感銘を受けました。私も地域のために何かできることを探
しているのですが、アドバイスをいただけますか？」 

起業家は和樹の話に耳を傾け、丁寧に答えてくれた。 

「地域に根付いた活動を続けているのは素晴らしいですね。それをもっと広げる
ためには、まずは具体的な目標を設定してみるといいと思います。例えば、清掃
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活動を通じて地域の人々の意識を変えるようなプロジェクトを提案してみるのは
どうですか？」 

その言葉は、和樹にとって大きなヒントとなった。清掃活動を通じて培った経験
を、より多くの人々に伝え、地域全体に良い影響を与えるプロジェクト。それが
彼の次なる目標になり得ると感じた。 

プロジェクトの準備 

セミナーから数日後、和樹は自分のノートにアイデアを書き留め始めた。プロ
ジェクトのテーマは「地域をつなぐ清掃活動」。ただ公園を掃除するだけでな
く、地域の子供たちや高齢者を巻き込み、世代を超えた交流を促進する仕組みを
作るというものだった。 
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彼はまず、自分が知り合ったボランティア仲間や地域の有力者にこのアイデアを
話してみることにした。最初は半信半疑だった人々も、和樹の熱意と具体的なプ
ランに触れるうちに協力を申し出てくれるようになった。 

「和樹さんのアイデア、素敵ですね！子供たちが地域活動に参加できる機会を作
るのは大事なことだと思います」 

「高齢者も一緒に参加できるなら、健康にもいいですし、孤独感の解消にもつな
がりますね」 

和樹は、みんなの意見を取り入れながら計画を練り上げていった。 

初めての挑戦 
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いよいよ、プロジェクトの初回イベントの日がやってきた。和樹は緊張しながら
も、集まった参加者たちに向けて挨拶を始めた。 

「今日はお集まりいただき、本当にありがとうございます。この活動を通じて、
地域のみんなが一つになれるきっかけを作りたいと思っています。一緒に楽しい
時間を過ごしましょう！」 

参加者たちは拍手で和樹を迎え、活動がスタートした。掃除をしながら参加者同
士が自己紹介をし、自然と会話が生まれる様子に、和樹は胸が温かくなるのを感
じた。 

活動の終わりには、参加者全員で集まり、感想を共有する時間が設けられた。 

「普段話す機会がなかった方々と交流できて、とても楽しかったです！」 
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「体を動かしてスッキリしましたし、何より地域のために何かできたという達成
感があります」 

その言葉を聞きながら、和樹は自分の行動が確実に人々に影響を与えていること
を実感した。 

次なる目標 

初回のイベントが成功したことで、和樹のプロジェクトは地域で注目を集めるよ
うになった。次のステップとして、定期的な活動を計画し、さらに多くの人々を
巻き込む仕組みを作ることを目指した。 

同時に、和樹の中には新たな思いが芽生えつつあった。 
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「この活動を通じて、子供たちに地域の大切さを伝えたり、高齢者の方々に元気
を与えたりできるような仕組みをもっと広げていきたい。そのためには、もっと
多くの知識と経験が必要だ」 

和樹は自分の成長のために新しい学びを始める決意を固めた。 
 

　次回（第5話）予告 
　プロジェクトの成功を手にした和樹は、さらなる挑戦のために学びの場を 
　求める。地域を超えた活動の広がりと、そこに生まれる新たな出会いとは？ 
　次回第5話「新たな学び」をお楽しみに！ 

￼27



 

 

￼28



清掃活動を通じて地域に貢献し、多くの人々と交流を深めてきた和樹。しかし、
彼は次なるステップに進むために必要なものがあることに気づき始めていた。そ
れは、自分の活動をさらに広げ、影響力を高めるための知識とスキルだった。 

その日、和樹はボランティア仲間から「地域リーダー養成講座」というイベント
の情報を聞いた。これは地域のリーダーシップを学ぶための講座であり、プロ
ジェクトの運営や資金調達、効果的なコミュニケーション方法などを学べる内容
だった。 

これだ……。これなら、俺が求めている知識を得られるかもしれない。 

和樹はその場で参加を決意し、講座への申し込みを行った。 

講座での挑戦 
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講座の初日、和樹は少し緊張しながら会場に向かった。そこには、同じように地
域で何かを変えたいと考える人々が集まっていた。多様なバックグラウンドを持
つ参加者たちが集まり、講師が用意したプログラムが開始された。 

初めてのセッションは、自分の目標を明確にすることから始まった。 

「皆さんがここに来た目的と目標を共有してください」 

講師の言葉に促され、和樹も手を挙げ、自分の想いを語り始めた。 

「私は、地域の清掃活動を通じて人々をつなげる活動をしています。しかし、
もっと多くの人々を巻き込むためには、プロジェクトをどのように広げていけば
いいのかがわかりません。ここで学び、それを実現したいと思っています」 

和樹の言葉に、他の参加者たちから温かい拍手が送られた。同じ目標を持つ仲間
たちと出会えたことで、彼の緊張は少しずつ和らいでいった。 
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新しい視点 

講座では、さまざまな分野の専門家が登壇し、実践的な知識を提供してくれた。
特に印象に残ったのは、地域で成功したプロジェクトの事例紹介だった。 

「一つのアイデアが多くの人々を巻き込み、地域全体に影響を与えることができ
ます。そのためには、明確な目標と計画、そして共感を呼び起こす力が必要で
す」 

講師の話を聞きながら、和樹は自分の活動を見つめ直し、新しいアイデアが湧き
上がるのを感じた。 

また、ワークショップ形式のセッションでは、参加者同士がチームを組み、仮の
プロジェクトを企画するという課題が与えられた。和樹は自分の清掃活動の経験
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をもとにアイデアを提案し、チームメンバーと意見を交換しながら計画を練り上
げていった。 

「地域の子供たちと高齢者が一緒に参加できるイベントを作るのはどうでしょう
か？例えば、一緒に花を植える活動など」 

その提案にチームメンバーも賛同し、具体的な企画書が完成した。 

実践への決意 

講座が終わる頃、和樹は自分の中に大きな変化が生まれていることを感じてい
た。学びを得ただけでなく、それをどのように活用するかのビジョンが明確に
なっていた。 
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これを実際に形にしなければ意味がない。 

和樹は、講座で学んだことをもとに、自分の清掃活動をさらに広げるための具体
的な計画を立て始めた。新しいイベントの開催、地域の団体との連携、さらには
資金調達の方法まで、彼の頭の中には次々とアイデアが浮かんできた。 

そして、講座で出会った仲間たちとも連絡を取り合い、協力体制を築くことを約
束した。 
 

　次回（第6話）予告 
　新たな学びを得た和樹は、それを実践するための第一歩を踏み出す。 
　地域全体を巻き込む大規模なプロジェクトの準備が始まる中、彼はどのような 
　課題に直面するのか？次回第6話「広がる影響力」をお楽しみに！ 
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リーダーシップ講座で得た学びをもとに、和樹は地域全体を巻き込む新たなプロ
ジェクトに着手する決意を固めた。そのプロジェクトは「つながる清掃活動」と
名付けられ、ただゴミを拾うだけでなく、地域の人々が交流し、協力し合う場を
提供することを目的としていた。 

和樹はまず、地元の自治体や企業に協力を依頼することから始めた。講座で学ん
だプレゼンテーションのスキルを活かし、プロジェクトの意義と具体的な計画を
丁寧に説明した。 

「この活動を通じて、地域のつながりを深めると同時に、環境美化を推進したい
と考えています。皆さんのご協力があれば、この目標を実現することができま
す」 

彼の熱意と具体的な計画は、多くの人々の心を動かし、いくつかの企業から物資
提供や資金援助の申し出を受けることができた。 
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初めての大規模イベント 

プロジェクトの初回イベントは、地元の公園で開催されることになった。イベン
ト当日、和樹は緊張しながらも、自分が築き上げてきたものを信じ、参加者たち
を迎える準備を整えた。 

公園には、多くの家族連れや個人が集まり、参加者の数は予想をはるかに上回る
ものとなった。和樹はマイクを手に取り、開会の挨拶を始めた。 

「今日は、皆さんと一緒にこの活動を始められることをとても嬉しく思います。
この活動を通じて、ただ公園を綺麗にするだけでなく、お互いに助け合い、地域
をもっと素敵な場所にしていきましょう」 

和樹の言葉に拍手が沸き起こり、活動がスタートした。 
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予想外の出会い 

活動が進む中で、和樹はある一人の男性と話をする機会を得た。その男性は、近
隣の学校の教師であり、地域の教育活動に深く関わっている人物だった。 

「この活動、子供たちにとっても素晴らしい学びの場になると思います。もしよ
ければ、学校と連携して一緒に何かできるといいですね」 

その提案に、和樹は目を輝かせた。 

「ぜひお願いします！子供たちがこの活動を通じて地域や環境の大切さを学んで
くれるのは、私にとっても大きな目標の一つです」 

この出会いをきっかけに、和樹は次回のイベントに地元の学校を巻き込む計画を
立て始めた。 
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小さな奇跡 

活動の終わりには、参加者全員が集まり、それぞれの感想を共有する時間が設け
られた。一人の参加者が手を挙げ、こう話し始めた。 

「この活動に参加して、本当に良かったと思います。普段は地域の人たちと話す
機会がほとんどなかったのですが、今日はいろいろな人と交流できて、とても温
かい気持ちになりました」 

その言葉に、和樹の胸は熱くなった。自分の活動が確実に人々の心を動かし、地
域に小さな奇跡を起こしていることを実感した瞬間だった。 

次なる目標 
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イベントが成功裏に終わり、和樹は次のステップへ進む準備を始めた。地域全体
を巻き込む活動をさらに広げるために、新しい企画や連携の可能性を探る中で、
彼の心には新たな目標が芽生えていた。 

「この活動を、地域だけでなく、もっと広い範囲に広げていけないだろうか？」 

和樹の挑戦はまだ始まったばかりだった。彼の活動がどこまで広がるのか、彼自
身にもまだ分からない。しかし、彼の心には確かな希望と情熱が燃えていた。 
 

　次回（第7話）予告 
　新たな出会いと協力の輪が広がる中、和樹の活動はさらに多くの人々を巻き 
　込み始める。次回第7話「共感の輪」をお楽しみに！ 
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大規模な清掃イベントの成功により、和樹の活動は地域の枠を超えて注目され始
めた。地元の新聞に取り上げられたことをきっかけに、他の地域からも問い合わ
せが相次ぎ、彼のもとには応援メッセージや協力の申し出が届くようになった。 

その中でも特に目を引いたのは、隣町の市民団体からの招待だった。その団体は
環境保全や地域活性化を目的とした活動を行っており、和樹のプロジェクトに強
い関心を持っていた。 

「ぜひ私たちの町でも同じような活動を始めたいです。一度お話を聞かせていた
だけませんか？」 

この依頼に、和樹は快く応じることにした。 

新たな地での挑戦 
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隣町の市民ホールで行われた会議には、地元の団体メンバーや自治体の職員、さ
らには地域住民が多数集まっていた。和樹は緊張しながらも、自分の活動の成果
や理念を語り始めた。 

「私たちの活動は、清掃を通じて地域のつながりを深めることを目的としていま
す。ただ環境を綺麗にするだけではなく、人々が交流し、助け合うきっかけを作
ることが重要だと考えています」 

参加者たちは真剣な表情で彼の話に耳を傾けていた。そして、彼がこれまでの経
験や苦労、成功例を共有する中で、多くの共感の声が上がった。 

会議の後、団体のリーダーが和樹にこう言った。 

「あなたの活動から、多くのことを学ぶことができました。私たちも一緒に新し
いプロジェクトを始めてみたいです。ぜひご協力ください」 
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和樹はその言葉に深く感謝し、新たな協力関係が築かれることを確信した。 

共同プロジェクトの始動 

隣町での初めての清掃イベントは、和樹と地元団体の共同プロジェクトとして計
画された。彼は地元団体のメンバーと頻繁に連絡を取り合い、イベントの準備を
進めた。 

当日は、隣町の公園に多くの住民が集まり、和樹と地元のリーダーが共に挨拶を
行った。 

「今日は、この町の皆さんと一緒に素晴らしい活動を始められることをとても嬉
しく思います。この活動を通じて、お互いのつながりを深め、町全体をより良い
場所にしていきましょう」 
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参加者たちは和樹の言葉に応えるように笑顔を浮かべ、活動がスタートした。 

活動を通じた学び 

イベントの中で、和樹は地元の住民たちと直接話をする機会を得た。彼らはそれ
ぞれの視点から地域の課題や期待を語り、和樹もその話に真剣に耳を傾けた。 

「この公園は昔はもっと綺麗で、みんなの憩いの場だったんです。でも、最近は
ゴミが増えてしまって……」 

「今日の活動をきっかけに、またこの場所がみんなの集まる場所になればいいで
すね」 
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和樹は、住民たちの声に触れる中で、清掃活動がただの環境美化だけでなく、
人々の思い出や生活に深く関わるものであることを改めて実感した。 

新しい目標 

イベントが成功裏に終わり、和樹は隣町のリーダーたちと次のステップについて
話し合った。地域住民だけでなく、地元の学校や企業とも連携し、継続的な活動
を行う仕組みを作ることが決定した。 

「この活動をきっかけに、もっと多くの人々を巻き込むことができるよう、努力
していきましょう」 

和樹は、地域を超えた活動の広がりに手応えを感じながら、新たな挑戦に胸を膨
らませた。 

￼45



 
　次回（第8話）予告 
　隣町での成功を受け、和樹の活動はさらなる広がりを見せる。新たな課題や 
　出会いが待つ中、彼はどのように成長し、活動を進めていくのか？ 
　次回第8話「絆の力」をお楽しみに！ 
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隣町での清掃イベントが成功したことで、和樹の活動はますます広がりを見せて
いた。地域を超えた協力関係が築かれる中で、和樹は自分の活動が単なる清掃活
動ではなく、人々の絆を強めるものになっていることを実感していた。 

ある日、隣町のリーダーから新たな提案が舞い込んだ。 

「和樹さん、次は私たちの町とあなたの町をつなぐ合同イベントをやりません
か？両方の町の住民が一緒に協力する姿を見せることで、もっと大きなインパク
トを生み出せると思います」 

その提案に和樹は目を輝かせた。 

「それは素晴らしいアイデアですね！ぜひ一緒にやりましょう」 

こうして、両地域を巻き込む合同イベントの計画が始まった。 
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新たな挑戦 

イベントの準備は大規模なものとなり、和樹は隣町のリーダーや地元の団体メン
バーと頻繁に会議を重ねた。今回のテーマは「未来への架け橋」。清掃活動を通
じて、地域同士の絆を深めることが目的だった。 

準備の過程で、和樹はこれまで以上に多くの人々と関わる機会を得た。例えば、
地元の学校の先生が生徒たちを連れて参加を表明してくれたり、企業が資金援助
や物資の提供を申し出てくれたりと、協力の輪が広がっていった。 

「これだけ多くの人が関わることで、地域全体が活気づいていくのを感じます」 

和樹は準備に追われながらも、周囲のサポートに感謝の気持ちを抱いていた。 
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合同イベント当日 

晴天に恵まれたイベント当日、会場には両地域の住民が大勢集まっていた。和樹
と隣町のリーダーはステージに立ち、参加者たちに挨拶を行った。 

「今日は、私たちの町と皆さんの町が一つになる特別な日です。この活動を通じ
て、お互いの絆を深め、未来に向けた素晴らしい一歩を踏み出しましょう」 

その言葉に、会場から大きな拍手が沸き起こり、活動がスタートした。 

清掃活動は公園や川沿い、商店街など広範囲にわたって行われた。参加者たちは
グループに分かれ、それぞれのエリアで協力しながら作業を進めていった。 

忘れられない瞬間 
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活動が終わり、全員が再び会場に集まった。そこで、参加者たちはそれぞれの感
想を共有する時間が設けられた。 

ある小学生がマイクを握り、こう話した。 

「今日、おじいちゃんやおばあちゃんたちと一緒にゴミを拾うのがすごく楽し
かったです。みんなで協力するって素敵だなと思いました」 

その言葉に、和樹は胸が熱くなるのを感じた。活動が世代を超えた交流の場とな
り、多くの人々にとって大切な思い出となっていることを実感した瞬間だった。 

また、隣町のリーダーはこう語った。 

「この活動を通じて、私たちの町とあなたの町が一つになれたことを本当に嬉し
く思います。この絆をこれからも大切にしていきましょう」 
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その言葉に、和樹は力強く頷いた。 

次なる挑戦 

イベントが成功裏に終わり、和樹は新たな目標を胸に抱いていた。それは、さら
に多くの地域を巻き込み、全国規模の清掃活動を展開することだった。 

「この絆の力をもっと広げていけば、きっと多くの人々の心を動かせるはずで
す」 

和樹の挑戦は、これからも続いていく。彼の情熱と努力が、どこまで広がりを見
せるのか、誰にもまだ分からない。しかし、彼の心には確かな希望が灯ってい
た。 
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　次回（第9話）予告 
　地域を超えた活動がさらに広がる中、和樹は新たな課題に直面する。 
　次回第9話「全国への道」をお楽しみに！ 
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隣町との合同イベントが成功したことで、和樹の活動はさらに大きな注目を集め
るようになった。テレビや新聞だけでなく、SNSを通じて全国の人々にその活動
が知られるようになり、さまざまな地域から協力の依頼や励ましのメッセージが
届いた。 

そんな中、和樹はある大きな決断をすることになった。それは、全国規模で清掃
活動を展開するための「全国クリーンアクション」というプロジェクトを立ち上
げることだった。 

「地域の壁を超えて、もっと多くの人々にこの活動の素晴らしさを伝えたい。そ
のためには、全国規模の連携が必要だ」 

新たな仲間 
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和樹は全国クリーンアクションの計画を練る中で、これまでの活動で出会った仲
間たちに声をかけ、プロジェクトチームを結成した。地元のリーダー、隣町の
リーダー、さらにはSNSを通じて知り合った他地域のリーダーたちが集まり、そ
れぞれの知識や経験を活かして計画を立てた。 

「私たちの地域では、子供たちを中心とした活動が盛んです。それを全国のモデ
ルケースとして提案できます」 

「私たちの町では、企業との協力が進んでいます。そのノウハウを共有しましょ
う」 

メンバーたちが意見を出し合う中で、全国クリーンアクションの具体的な枠組み
が形作られていった。 

初の全国イベント 
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プロジェクトの第一歩として、和樹たちは「全国クリーンデイ」というイベント
を企画した。この日は全国各地で同時に清掃活動が行われ、SNSを活用してその
様子を共有することで、地域を超えた一体感を生み出すことを目指していた。 

イベント当日、和樹は地元の公園で多くの参加者たちと一緒に活動を開始した。
全国各地の参加者たちともオンラインでつながり、リアルタイムで活動の様子を
共有し合った。 

今、北海道でも活動が始まりました！ 

沖縄からも写真が届きました！ 

各地からの報告を聞くたびに、和樹は胸が熱くなるのを感じた。この活動が確実
に人々の心をつなぎ、全国に広がっていることを実感した瞬間だった。 
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試練 

しかし、全国規模の活動には新たな課題も生まれた。各地域の事情や文化の違い
によって、同じ活動が必ずしも成功するとは限らなかった。一部の地域では、参
加者が集まらない、協力が得られないといった問題が発生した。 

和樹はその報告を受けるたびに心を痛めたが、同時に課題を乗り越える方法を模
索し始めた。 

「一つひとつの地域の声に耳を傾け、その地域に合った形で活動をサポートして
いくことが大切だ」 

和樹はメンバーたちと協力し、各地域のリーダーとオンラインで会議を開き、具
体的な解決策を話し合った。その結果、いくつかの地域では活動の形を柔軟に変
えることで、再び参加者が増えるようになった。 
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次なるステップ 

全国クリーンデイが成功裏に終わった後、和樹は次の目標に向けて動き出してい
た。それは、全国規模の活動を定期的に行うためのネットワークを構築し、さら
に多くの人々を巻き込むことだった。 

「この活動を通じて、人々の意識を変えることができる。小さな行動が大きな変
化を生むことをもっと多くの人に知ってほしい」 

和樹の言葉に、プロジェクトメンバーたちも力強く頷いた。 
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　次回（第10話）予告 
　全国規模の活動を通じて、和樹は新たな課題に直面する。 
　さらに広がる影響力の中で、彼が見つける答えとは？ 
　次回第10話「未来への架け橋」をお楽しみに！ 
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全国クリーンデイが大成功を収めた後、和樹は新たな課題と向き合っていた。そ
れは、活動を持続可能な形で拡大し、より多くの人々に影響を与えるための方法
だった。 

私たちがこれまで築いてきた絆を、次の世代にも受け継いでもらうためにはどう
すればいいのか？ 

和樹は、自分の活動が単なる一過性のプロジェクトで終わらないよう、次世代の
リーダー育成に力を入れることを決意した。 

新たなプログラムの立ち上げ 

和樹は「未来リーダー育成プログラム」を立ち上げた。このプログラムでは、地
域の若者たちを中心に、環境活動やリーダーシップのスキルを学ぶ機会を提供す
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ることを目的としていた。プログラムには、全国から熱意ある若者たちが参加
し、和樹がこれまで得てきた知識や経験を共有した。 

「皆さんがこれから担う役割は非常に重要です。小さな行動が大きな変化を生む
ことを忘れないでください」 

和樹の言葉に、参加者たちは真剣な表情で頷いた。 

最後の清掃イベント 

プログラムの一環として、和樹は全国規模の清掃活動の最終イベントを企画し
た。このイベントは、和樹自身の集大成であり、彼のこれまでの活動に感謝を示
すものだった。 
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イベント当日、全国各地から多くの参加者が集まり、それぞれの地域で同時に清
掃活動が行われた。和樹は地元の公園で、これまでの仲間たちとともに活動を指
揮した。 

「今日の活動が皆さんにとって、未来への一歩となることを願っています。私た
ちが築いてきたこの絆を、さらに広げていきましょう」 

和樹の言葉に、参加者たちは拍手で応えた。 

公園には、家族連れや学生、会社員など、多様な参加者が集まっていた。子供た
ちは笑顔でゴミを拾い、大人たちは協力しながら作業を進めた。中には、車椅子
の高齢者が孫と一緒に活動に参加している光景もあり、世代を超えたつながりが
生まれていた。 

活動中、和樹はそれぞれのグループを回りながら声をかけた。 
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「手伝ってくれてありがとう！素晴らしい仕事だね」 

「もし困ったことがあれば、いつでも言ってくださいね」 

参加者たちは、和樹の熱意と優しさに触れながら、活動へのモチベーションを高
めていた。 

清掃活動が進む中で、参加者たちは自然と交流を深めていった。ある親子は、隣
のグループとお互いに作業を手伝い合い、笑顔を交わしていた。 

「こういう機会がなければ、隣の地域の人たちと話すことなんてなかったかもし
れません」 

「そうですね。これからも一緒に何かできたら嬉しいです」 
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活動が終了する頃には、公園はゴミ一つない美しい姿を取り戻していた。和樹は
最後に全員を集め、感謝の気持ちを伝えた。 

「今日、皆さんが示してくれた努力と協力に心から感謝します。この清掃活動
は、私たち全員の絆の力を象徴するものです。これからもこのつながりを大切に
していきましょう」 

その言葉に、参加者たちは再び大きな拍手で応えた。中には涙を浮かべながら和
樹の言葉を聞く人もいた。 

感動的な再会 

清掃活動が終わった後、和樹のもとに一人の男性が訪れた。それは、かつて和樹
がホームレスだった頃に公園で出会った老人だった。 
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「和樹さん、あなたがここまで立派に成長する姿を見て、とても嬉しく思いま
す」 

老人は和樹に歩み寄り、穏やかな笑みを浮かべながら言葉を続けた。 

「あの頃、あなたが何も持たずに公園で一人で座っていたのを覚えています。私
が渡したのは、ほんの些細な助言と食べ物でしたが、それがあなたの役に立った
のなら、本当に光栄です」 

和樹は深く頭を下げ、感謝の言葉を口にした。 

「あの時の言葉が、私の心に灯をともしました。『自分の価値を見失うな』と教
えてくれたことを、今でも忘れません」 

老人は静かに頷きながら、手にしていた小さな包みを和樹に差し出した。 
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「これを持っていきなさい。これは私が昔、大切にしていた勿忘草の種です。こ
の花を咲かせる場所を、あなたが見つけてくれると信じています」 

和樹はその種を受け取り、心の中に再び温かな希望が広がるのを感じた。 
 

　次回（最終話）予告 
　和樹は、これまでの活動を通じて全国規模の絆を築いてきた。 
　だが、失っていた家族との再会という人生最大の課題が彼を待っている。 
　次回最終話「再会と未来」をお楽しみに！ 
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全国規模の活動を成功させた和樹。しかし彼の心の中には、かつて失った家族と
の再会という願いが残っていた。彼の元に届いた一通の手紙。それは元妻からの
ものだった。 

「あなたの活動がテレビで紹介されているのを見ました。子供たちも私もあなた
のことを誇りに思っています。みんな会いたがっています」 

和樹は手紙を手に胸が熱くなるのを感じた。失われた絆を取り戻す時が来たの
だ。 

感動的な再会 

約束の日、和樹は元妻と4人の子供たちが待つ公園に向かった。彼が公園に着く
と、まだ幼い末っ子の三男が真っ先に駆け寄ってきた。 
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「お父さん！」 

その一言に和樹は涙を抑えきれず、息子を強く抱きしめた。それに続いて長女、
次男、そして長男も集まり、和樹の周りに小さな輪ができた。 

元妻も静かに近づき、柔らかな笑みを浮かべながら言った。 

「私たちは、ずっとあなたのことを信じて待っていました。あなたが変わろうと
努力している姿を知り、本当に誇りに思っています」 

和樹は震える声で答えた。 

「俺もずっと、みんなのことを忘れたことはなかった」 

家族全員が抱き合い、互いの存在を再確認するその瞬間、公園に咲き誇る勿忘草
が風に揺れていた。 
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勿忘草の意味 

その夜、家族は一緒に夕食を楽しみ、笑顔と会話が絶えなかった。食事の後、和
樹は子供たちを連れて近くの公園へ散歩に出かけた。 

「この花、知ってるかい？」 

和樹は道端に咲く勿忘草を指さした。 

「これは勿忘草（わすれなぐさ）と言って、『真実の愛』や『私を忘れないで』
という花言葉があるんだよ」 

長女が花を手に取り、静かに言った。 

「お父さんも、この花みたいに私たちのことを忘れなかったんだね」 
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和樹は涙を浮かべながら頷き、子供たちをそっと抱き寄せた。 

「この花は、どんなに厳しい環境でも咲くんだ。小さくて目立たないけど、とて
も強い花なんだよ。それは、家族の絆や愛も同じだ。どんなに離れていても、ど
んな困難があっても、決して途切れることはない」 

長男が静かに頷きながら言った。 

「だから、この花が『忘れない』って意味を持ってるんだね」 

和樹は深く頷き、子供たちにこう伝えた。 

「みんなでこの花を大切にしていこう。そしてこれからは家族の絆を忘れずに、
どんな時でも支え合っていこう」 

その言葉に、子供たち全員が声を揃えて答えた。 
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「うん！」 

新たな旅立ち 

家族との絆を取り戻した和樹は、これまで以上に活動に力を入れると共に、家族
と過ごす時間も大切にした。 

そして彼は数年後、子供たちが成長したのを機に、家族を巻き込んだ新たな活動
を始めることを決意した。 

まず、家族全員が参加する地域の清掃イベントを企画した。長男はリーダーとし
て若者たちをまとめ、長女はイベントのデザインや告知を担当。次男は子供たち
を対象としたゲームや教育プログラムを考案し、三男は純粋な笑顔で参加者を励
ます存在となった。 

￼74



「みんながそれぞれの役割を持って活動に参加することで、この活動がもっと温
かく、意味のあるものになるんだよ」 

元妻も支援に加わり、地元の女性たちと連携して資金調達や物資提供を行った。 

家族全員が一丸となって取り組む姿は、多くの人々に希望を与えた。 

さらに和樹は、家族で全国を巡る活動を計画した。各地で清掃イベントを行い、
勿忘草の種を植えることで、家族の絆と愛のメッセージを広めた。その旅の中で
出会った人々との交流は、和樹たち家族に新たな気づきと成長をもたらした。 

ある日、和樹は次男が作った教育プログラムを見て、深い感動を覚えた。 

「お父さん、このゲームを通じて、もっと多くの子供たちに環境の大切さを伝え
たいんだ」 
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和樹は次男の肩に手を置き、静かに答えた。 

「君のアイデアは素晴らしいよ。これが次の世代への贈り物になる」 

家族が一丸となって取り組む活動は、ただの清掃活動を超え、多くの人々の心に
愛と希望を灯すものとなっていった。 

最後のメッセージ 

人生には、数えきれない困難や逆境が訪れることがあります。しかし、どんな時
でも、私たち一人ひとりの中には愛と希望の種が眠っています。それは、目には
見えなくても、決して失われることのない力です。 
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勿忘草は小さな花ですが、その存在は大きな意味を持ちます。この花が教えてく
れるのは、過去を忘れずに未来を見つめること。そして、どんなに離れていて
も、愛する人々と心がつながっているということです。 

和樹とその家族の物語は終わりを迎えましたが、この物語があなたの心に何かを
残せたなら、その使命は果たされたと言えるでしょう。 

どうか、あなた自身の中にある勿忘草を見つけてください。そして、その種を育
て、周りの人々と分かち合ってください。それこそが、真の絆を築く第一歩なの
です。 

完 
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この作品は作者の宮本真愿の人生を元に創作した物語でありフィクションです。 
登場する人物・団体名等はすべて架空のものであり実在の人物や団体などとは一切関係ありません。 

勿忘草（わすれなぐさ） 
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